
- 1 -

Ｈ２８ ３年 第一回基礎学力テスト

１．

（４）６３にできるだけ小さい自然数ｎをかけて、ある自然数の二乗

（５）二次方程式

（３）ａ＝２，ｂ＝－６のとき、

（１）－４＋９＝５

（２）（５ｘ－４ｙ）－（２ｘ＋３ｙ）＝５ｘ－４ｙ－２ｘ－３ｙ

になるようにしたい。
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（７）ｙ＝－４ｘ＋１

ｙの増加量は

変化の割合＝
ｙの増加量

ｘの増加量

についてｘの増加量が３のとき、

＝－４ なので ３× （－４）＝－１２
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（８）

（９）錯角が等しいので

（１０）

円錐となるので
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確率は
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３６

４

４－５
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∠ｘ＝８２－４５＝３７°

２× ３＝２５π

６－３



- 3 -

２．（１）ア ４６ イ １４ ウ ５４

（２）右上はｎ＋１ 左下はｎ＋６ 右下はｎ＋７

この４つをたすと ｎ＋ｎ＋１＋ｎ＋６＋ｎ＋７＝４ｎ＋１４

（３）２４は右端にくる数であるから。

（１２）８÷ ３２＝０．２５
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３．

４．

（３）ア

（１）２２００× １５＝３３０００

（２）

イ

３３× ８０＝２６４０円

８０ｘ＋１５ｙ＝８５８０

１６ｘ＋３ｙ＝１７１６

ｘ＋ｙ＝３９０

１３ｘ＝

３ｘ＋３ｙ＝１１７０

４２０× １５＝６３００

４２０× １８０＝７５６００

７５．６× １５＝１１３４円

５０４ｘ＋１１３４ｙ＝３７８０

ウ

エ

６．３× ８０＝５０４円

ｘ＝４２

３

２ （これは当てはまる数を見つけるしかない）

５４６

ｙ＝３４８



- 5 -

（１）

（２）

（３）グラフから

（４）ＣＤ上のとき、（３，２４）（７，４０）を通るので

（７，４０）（１２，０）を通るので

ｙ＝－８ｘ＋ｂ

０＝－９６＋ｂ

ｙ＝－８ｘ＋９６

傾きは

ｙ＝４ｘ＋ｂとおくと、

（３，２４）を代入して

２４＝１２＋ｂ

ｙ＝４ｘ＋１２

台形の面積は（１０＋６）× ８÷ ２＝６４

半分になるとき３２なので

ア

面積が最大となるのはＰがＤに来たときで最大値が４０なので

ＡＤ× ８×

３秒後は６ｃｍすすんで点ＣにＰはいるので

ｙ＝

４

６× ８
２

１

２
＝４０

＝２４

（１２，０）を代入して

ｂ＝９６

ｂ＝１２

ＡＤ＝１０

傾きは －８

３２＝－８ｘ＋９６

８ｘ＝９６－３２

８ｘ＝６４

３２＝４ｘ＋１２

４ｘ＝２０

ｘ＝５

５秒後と８秒後

ｘ＝８
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５．

（１）△ＡＢＥと△ＦＣＥにおいて

仮定より∠ＡＢＥ＝∠ＦＣＥ＝９０°・・・・・①

中点より ＢＥ＝ＣＥ・・・・・・・・・・・②

対頂角なので∠ＡＥＢ＝∠ＦＥＣ・・・・・・・③

①②③より１組の辺とその両端の角がそれぞれ等しいので

△ＡＢＥ≡△ＦＣＥ

よってＡＥ＝ＦＥ

（２）さらに△ＡＢＥ≡△ＦＣＥ≡△ＧＣＥ

また、△ＤＡＥ≡△ＤＦＥであることも証明できる。

よってＤＣ＝ＤＦ－ＣＦ＝１２．５－８＝４．５

ＤＧ＝ＧＣ－ＤＣ＝８－４．５＝３．５
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（３）△ＤＥＣで∠ＥＤＣ＝∠ＡＤＥ＝ａ

∠ＤＣＥ＝９０°なので

∠ＤＥＣ＝９０－ａ

∠ＤＥＦ＝９０なので

∠ＣＥＦ＝９０－∠ＤＥＣ＝９０－（９０－ａ）＝ａ

よって∠ＧＥＣ＝ａ

∠ＧＥＤ＝∠ＧＥＣ－∠ＤＥＣ＝ａ－（９０－ａ）

＝ａ－９０＋ａ＝２ａ－９０


